
JP 2021-68000 A 2021.4.30

10

(57)【要約】
【課題】ＧＵＩにおける指示位置をユーザがより確実に
把握することが可能な仕組みが提供される。
【解決手段】ユーザによる入力を取得する取得部が取得
した情報に基づいて決定され、表示部において選択され
ている位置である指示位置を表す第１の画像の表示態様
を制御する制御部、を備え、前記制御部は、前記表示部
における前記第１の画像の表示位置と、前記表示部に表
示される前記第１の画像とは異なる少なくとも一つの第
２の画像の表示位置と、の相対的な位置に応じて、前記
第１の画像の前記表示態様を制御する、制御装置が提供
される。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザによる入力を取得する取得部が取得した情報に基づいて決定され、表示部におい
て選択されている位置である指示位置を表す第１の画像の表示態様を制御する制御部、
　を備え、
　前記制御部は、前記表示部における前記第１の画像の表示位置と、前記表示部に表示さ
れる前記第１の画像とは異なる少なくとも一つの第２の画像の表示位置と、の相対的な位
置に応じて、前記第１の画像の前記表示態様を制御する、
制御装置。
【請求項２】
　前記少なくとも一つの第２の画像は、前記制御とは異なる制御における被制御の対象と
する機能と紐づけられた複数の画像である、
請求項１に記載の制御装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記複数の第２の画像のうち、前記第１の画像と最も距離が近い前記第
２の画像の表示位置と、前記第１の画像との相対的な位置に応じて、前記第１の画像の前
記表示態様を変化させる、
請求項２に記載の制御装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記第１の画像の前記表示態様として、前記第１の画像の大きさ、形状
、色表現のうち少なくともいずれかを制御する、
請求項１～請求項３のうちいずれか一項に記載の制御装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記第１の画像の大きさが、前記第２の画像の表示位置との距離が近い
ほど連続的または段階的に大きくなるように制御する、
請求項４に記載の制御装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記第１の画像の形状が、前記第２の画像の表示位置との距離が近いほ
ど連続的または段階的に規定の形状に近づくように制御する、
請求項４または請求項５のうちいずれか一項に記載の制御装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記第１の画像の色表現が、前記第２の画像の表示位置との距離が近い
ほど連続的または段階的に規定の色表現に近づくように制御する、
請求項４～請求項６のうちいずれか一項に記載の制御装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記第１の画像と最も距離が近い前記第２の画像の表示位置と前記第１
の画像の表示位置との距離が閾値を超えた場合、前記第１の画像の表示位置を、前記第１
の画像と２番目に距離が近い前記第２の画像の表示位置に向けて規定の速度で移動させ、
前記第１の画像の表示位置の変化に応じて前記第１の画像の前記表示態様を連続的または
段階的に変化させる、
請求項１～請求項７のうちいずれか一項に記載の制御装置。
【請求項９】
　コンピュータに、
　ユーザによる入力を取得する取得部が取得した情報に基づいて決定され、表示部におい
て選択されている位置である指示位置を表す第１の画像の表示態様を制御する制御機能、
　を実現させ、
　前記制御機能に、前記表示部における前記第１の画像の表示位置と、前記表示部に表示
される前記第１の画像とは異なる少なくとも一つの第２の画像の表示位置と、の相対的な
位置に応じて、前記第１の画像の前記表示態様を制御させる、
プログラム。
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【請求項１０】
　ユーザによる入力を取得する入力装置と、
　画像を表示する表示装置と、
　前記入力装置が取得した情報に基づいて決定され、前記表示装置において選択されてい
る位置である指示位置を表す第１の画像の表示態様を制御する制御装置、
　を備え、
　前記制御装置は、前記表示装置における前記第１の画像の表示位置と、前記表示装置に
表示される前記第１の画像とは異なる少なくとも一つの第２の画像の表示位置と、の相対
的な位置に応じて、前記第１の画像の前記表示態様を制御する、
システム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、制御装置、プログラム、及びシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）を採用したシス
テムが多く開発されている。例えば、下記の特許文献１には、カーソルを用いてアイコン
を選択する操作方法が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－３５１５９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１に開示される装置では、カーソルが常に一定の態様で表示される。
このため、特許文献１の装置では、ユーザがカーソルを注視していない場合等において、
カーソルを見失う可能性がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、ＧＵＩにおける指示位置をユーザがより確実に把握することが可能な仕組みを提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、ユーザによる入力を取得する
取得部が取得した情報に基づいて決定され、表示部において選択されている位置である指
示位置を表す第１の画像の表示態様を制御する制御部、を備え、前記制御部は、前記表示
部における前記第１の画像の表示位置と、前記表示部に表示される前記第１の画像とは異
なる少なくとも一つの第２の画像の表示位置と、の相対的な位置に応じて、前記第１の画
像の前記表示態様を制御する、制御装置が提供される。
【０００７】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、コンピュータに、ユー
ザによる入力を取得する取得部が取得した情報に基づいて決定され、表示部において選択
されている位置である指示位置を表す第１の画像の表示態様を制御する制御機能、を実現
させ、前記制御機能に、前記表示部における前記第１の画像の表示位置と、前記表示部に
表示される前記第１の画像とは異なる少なくとも一つの第２の画像の表示位置と、の相対
的な位置に応じて、前記第１の画像の前記表示態様を制御させる、プログラムが提供され
る。
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【０００８】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、ユーザによる入力を取
得する入力装置と、画像を表示する表示装置と、前記入力装置が取得した情報に基づいて
決定され、前記表示装置において選択されている位置である指示位置を表す第１の画像の
表示態様を制御する制御装置、を備え、前記制御装置は、前記表示装置における前記第１
の画像の表示位置と、前記表示装置に表示される前記第１の画像とは異なる少なくとも一
つの第２の画像の表示位置と、の相対的な位置に応じて、前記第１の画像の前記表示態様
を制御する、システムが提供される。
【発明の効果】
【０００９】
　以上説明したように本発明によれば、ＧＵＩにおける指示位置をユーザがより確実に把
握することが可能な仕組みが提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態に係るシステム１の機能構成例を示す図である。
【図２】本発明の第１の実施形態における制御例について説明するための図である。
【図３】同実施形態に係る制御例について説明するための図である。
【図４】本発明の第２の実施形態における制御例について説明するための図である。
【図５】同実施形態に係る指示位置画像の引き込み制御について説明するための図である
。
【図６】本発明の第３の実施形態における制御例について説明するための図である。
【図７】本発明の一実施形態に係るシステム１の動作の流れを示すフローチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書および図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素について
は、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１２】
　＜構成例＞
　図１は、本発明の一実施形態に係るシステム１の機能構成例を示す図である。図１に示
すように、本発明の一実施形態に係るシステム１は、入力装置１０、制御装置２０、およ
び表示装置３０を備えてもよい。
【００１３】
　（入力装置１０）
　本発明の一実施形態に係るシステム１に対するユーザによる入力操作を受け付ける装置
である。入力装置１０は、ユーザによる入力操作に関する情報を取得し、当該情報を制御
装置２０に出力する。一例として、本発明の一実施形態に係る入力装置１０は、タッチパ
ッド、ゲームコントローラ、視線検出デバイス、ジェスチャ検出デバイスなどであっても
よい。本発明の一実施形態に係る入力装置１０は、例えば、図１に示すように、入力部１
１０および取得部１２０を備える。
【００１４】
　本発明の一実施形態に係る入力部１１０は、ユーザが入力操作を実行する対象物であっ
てよい。例えば、入力装置１０がタッチパッドである場合、入力部１１０は、ユーザがな
ぞり操作等を行うための接触面であり得る。また、例えば、入力装置１０がゲームコント
ローラである場合、入力部１１０は、ジョイスティックや各種のボタンなどであり得る。
なお、ユーザによる入力操作が視線操作やジェスチャ操作である場合等、物理的な操作対
象を必要としない場合には、入力装置１０は必ずしも入力部１１０を備えなくてもよい。
【００１５】
　本発明の一実施形態に係る取得部１２０は、ユーザによる入力操作に関する情報を取得
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し、当該情報を制御装置２０に出力する。上記の情報は、例えば、入力操作に係る操作量
の情報であってもよいし、入力操作によって変化する座標の情報であってもよい。なお、
上記の指示位置とは、表示装置３０の表示領域において選択されている位置を指す。
【００１６】
　本発明の一実施形態に係る取得部１２０は、上記のような入力操作に関する情報を取得
するための構成を有する。例えば、入力装置１０がタッチパッドである場合、取得部１２
０は、入力部１１０に対するユーザの入力操作に伴い変化する圧力の変化を電気信号に変
換する感圧センサや、入力操作に伴い変化する静電容量の変化を電気信号に変換する静電
容量センサを有してもよい。
【００１７】
　また、例えば、入力装置１０が視線検出デバイスである場合、取得部１２０は、ユーザ
の視線を検出するための撮像センサを備えてもよい。また、例えば、入力装置１０がジェ
スチャ検出デバイスである場合、取得部１２０は、ユーザによるジェスチャを検出するた
めの加速度センサやジャイロセンサ等を備えてもよい。
【００１８】
　（制御装置２０）
　本発明の一実施形態に係る制御装置２０は、表示装置３０による画像の表示や、ユーザ
による入力操作によって決定される機能を実行する各種の装置（図示しない）を制御する
。本発明の一実施形態に係る制御装置２０は、図１に示すように、例えば、制御部２１０
および記憶部２２０を備えてもよい。
【００１９】
　本発明の一実施形態に係る制御部２１０は、表示装置３０や、上記の各種の装置を制御
する機能を有する。制御部２１０の機能は、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃ
ｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）やマイクロプロセッサ等の電子回路によって構成される。本発
明の一実施形態に係る制御部２１０が有する機能の詳細については別途詳細に説明する。
【００２０】
　本発明の一実施形態に係る記憶部２２０は、制御装置２０や表示装置３０等の動作に係
る各種の情報を記憶する。記憶部２２０は、例えば、表示装置３０に表示させる画像や、
当該画像の表示態様を決定するためのプログラム等を記憶する。
【００２１】
　（表示装置３０）
　本発明の一実施形態に係る表示装置３０は、制御装置２０による制御に従って各種の画
像を表示する装置である。本発明の一実施形態に係る表示装置３０は、図１に示すように
、例えば、表示部３１０を備える。
【００２２】
　本発明の一実施形態に係る表示部３１０は、制御装置２０による制御に従って各種の画
像を表示する機能を有する。この際、表示部３１０は、制御装置２０が決定した表示態様
に従って各種の画像を表示する。このために、表示部３１０は、各種のディスプレイ等を
備える。
【００２３】
　以上、本発明の一実施形態に係るシステム１の機能構成例について述べた。なお、図１
を用いて説明した上記の構成はあくまで一例であり、本発明の一実施形態に係るシステム
１の構成は係る例に限定されない。例えば、入力装置１０および表示装置３０は、単一の
装置として実装されてもよい。本発明の一実施形態に係るシステム１の構成は、仕様や運
用に応じて柔軟に変形可能である。
【００２４】
　＜第１の実施形態＞
　続いて、本発明の第１の実施形態について詳細に説明する。上述したように、近年では
、カーソルやアイコン等を含むＧＵＩが多く開発されている。しかし、多くのＧＵＩでは
、アイコンの表示態様の変化が乏しく、機能選択のために行うべき操作の量や操作の方向
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をユーザが直感的に把握することが困難な場合がある。本発明の第１の実施形態は、上記
の点に着目して発想されたものであり、より直感的な機能選択が可能なＧＵＩを実現する
。
【００２５】
　このために、本実施形態に係る制御部２１０は、表示部３１０に表示される少なくとも
一つの画像の表示態様を制御する。この際、本実施形態に係る制御部２１０は、表示部３
１０の表示領域における上記画像の表示位置と、ユーザによる入力を取得する取得部１２
０が取得した情報に基づいて決定され、表示領域において選択されている位置である指示
位置と、の相対的な位置に応じて、上記画像の表示態様を制御する、ことを特徴の一つと
する。係る制御によれば、画像に指示位置が近づいているのか、あるいは画像から指示位
置が遠ざかっているのかをユーザが直感的に把握することが可能となる。
【００２６】
　上記の少なくとも一つの画像は、例えば、上記表示態様に係る制御とは異なる制御にお
ける被制御の対象とする機能と紐づけられた複数の機能対応画像（第２の画像、とも称す
る）を含んでよい。上記表示態様に係る制御とは異なる制御とは、各種装置が有する機能
の実行等に係る制御であってもよい。上記被制御の対象とする機能の一例としては、例え
ば、オーディオ機能、通話機能、メッセージ機能等の任意の機能が挙げられる。また、機
能対応画像の一例としては、アイコン、ボタン、所定の文字列等が挙げられる。
【００２７】
　また、本実施形態に係る機能対応画像の表示態様には、例えば、機能対応画像の大きさ
、形状、色表現（明度、彩度、透明度、色相、テクスチャ等を含む）が挙げられる。本実
施形態に係る制御部２１０は、機能対応画像の表示態様として、上記のうちの少なくとも
一つを制御してもよい。
【００２８】
　図２は、本発明の第１の実施形態における制御例について説明するための図である。図
２の最上段には、機能対応画像の一例として、表示部３１０に表示される５つのアイコン
Ｉ１～アイコンＩ５が示されている。なお、最上段では、ユーザによる入力操作が行われ
ていない状態が示されている。この際、制御部２１０は、アイコンＩ１～アイコンＩ５を
同様の表示態様で表示させてよい。
【００２９】
　一方、ユーザによる入力操作が行われた場合、制御部２１０は、取得部１２０が取得し
た情報に基づいて決定される指示位置と、機能対応画像との相対的な位置に応じて機能対
応画像の表示態様を変化させてよい。
【００３０】
　なお、制御部２１０は、取得部１２０が取得した入力操作に係る操作量に基づいて上記
の指示位置を決定してもよいし、取得部１２０が取得した座標に基づいて指示位置を決定
してもよい。また、制御部２１０は、決定した指示位置を示す指示位置画像（第１の画像
、とも称する）を表示部３１０に表示させてもよい。指示位置画像の一例としては、カー
ソルやポインタが挙げられる。
【００３１】
　また、この際、本実施形態に係る制御部２１０は、少なくとも指示位置（指示位置画像
の表示位置）に最も距離が近い機能対応画像の表示態様を、指示位置との相対的な位置に
応じて変化させてもよい。係る制御によれば、複数の機能対応画像のうち、どの機能対応
画像に近づいているか、をユーザが直感的に把握することが可能となる。
【００３２】
　または、制御部２１０は、少なくとも指示位置に最も距離が近い機能対応画像の表示態
様と、指示位置から２番目に距離が近い機能対応画像の表示態様とを、それぞれ指示位置
との相対的な位置に応じて変化させてもよい。係る制御によれば、指示位置の変化方向、
すなわち入力操作の方向をユーザが直感的に把握することが可能となる。
【００３３】
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　例えば、図２の上から二段目に示す一例の場合、制御部２１０は、指示位置画像の一例
であるカーソルＣの表示位置と最も距離が近いアイコンＩ１と、カーソルＣの表示位置か
ら２番目に距離が近いアイコンＩ２とを、最上段に示した状態（基準状態）よりも拡大し
た状態で表示させる。また、制御部２１０は、カーソルＣに最も距離が近いアイコンＩ１
が、カーソルＣから２番目に距離が近いアイコンＩ２よりも大きくなるように制御する。
【００３４】
　また、図２の上から三段目には、上から二段目に示した状態からユーザが入力装置１０
を操作して、指示位置をアイコンＩ１とアイコンＩ２の丁度中間に移動させた場合の一例
が示されている。この場合、制御部２１０は、上記の指示位置を示すカーソルＣの表示位
置と最も距離が近いアイコンＩ１とアイコンＩ２の大きさが同等となるように拡大表示さ
せ、また次いでカーソルＣに距離が近いアイコンＩ３をカーソルＣの表示位置との距離に
応じて拡大させる。
【００３５】
　次に、図２の最下段に示すように、ユーザが指示位置をアイコンＩ２の表示位置に合わ
せてさらに移動させた場合、制御部２１０は、指示位置を示すカーソルＣの表示位置に最
も距離が近いアイコンＩ２を最も大きく表示させ、カーソルＣの表示位置から２番目に近
いアイコンＩ１およびアイコンＩ３を、アイコンＩ２に次ぐ大きさで表示させる。
【００３６】
　このように、本実施形態に係る制御部２１０は、機能対応画像の大きさが、指示位置と
の距離が近いほど連続的または段階的に大きくなるように制御してもよい。制御部２１０
は、例えば、指示位置との間の距離の変化を機能対応画像の大きさにリアルタイムに（連
続的に）反映することも可能である。一方、制御部２１０は、上記距離と規定の閾値とに
基づいて、機能対応画像の大きさを段階的に変化させてもよい。例えば、制御部２１０は
、指示位置との間の距離が第１の閾値を下回る場合には、該当する機能対応画像の大きさ
を２００％、上記距離が第１の閾値を超えかつ第２の閾値を下回る場合には、該当する機
能対応画像の大きさを１５０％、上記距離が第２の閾値を超える場合には、該当する機能
対応画像の大きさを１００％（基準状態）としてもよい。
【００３７】
　また、図２に示した一例では、制御部２１０が指示位置と最も距離が近い機能対応画像
と、指示位置から２番目に距離が近い機能対応画像の大きさを変化させる場合を述べたが
、制御部２１０が同時に表示態様を制御する機能対応画像の数は係る例に限定されない。
制御部２１０は、例えば、すべての機能対応画像の大きさを、それぞれ指示位置との間の
距離に応じて同時に制御することも可能である。
【００３８】
　上記のような制御によれば、たとえカーソルＣが表示されない場合であっても、ユーザ
が、機能対応画像の表示態様（大きさ）の変化を視認することで、指示位置を直感的に把
握することが可能となる。
【００３９】
　なお、本実施形態に係る制御部２１０が制御する機能対応画像の表示態様や、機能対応
画像の配置は、図２に示した例に限定されない。例えば、図３には、９つのアイコンＩ１
～アイコンＩ９が３行×３列に配置される場合において、制御部２１０が指示位置との相
対的な位置に応じてアイコンＩ１～アイコンＩ９の色表現を変化させる場合の一例が示さ
れている。なお、図３においては、色表現の一例として彩度の違いをハッチングの濃さに
より表している。
【００４０】
　図３の上段に示す一例の場合、制御部２１０は、カーソルＣの表示位置から最も距離が
近いアイコンＩ１の彩度を最も高く設定し、カーソルＣの表示位置から２番目に距離が近
いアイコンＩ２およびアイコンＩ４の彩度を２番目に高く設定し、カーソルＣの表示位置
から３番目に距離が近いアイコンＩ５の彩度を３番目に高く設定する。
【００４１】
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　一方、図３の下段に示すように、指示位置がアイコンＩ２の表示位置に重なるように移
動した場合、制御部２１０は、カーソルＣの表示位置から最も距離が近いアイコンＩ２の
彩度を最も高く設定し、カーソルＣの表示位置から２番目に距離が近いアイコンＩ１、ア
イコンＩ３、およびアイコンＩ５の彩度を２番目に高く設定し、カーソルＣの表示位置か
ら３番目に距離が近いアイコンＩ４およびアイコンＩ６の彩度を３番目に高く設定する。
【００４２】
　このように、本実施形態に係る制御部２１０は、機能対応画像の色表現が指示位置との
距離が近いほど連続的または段階的に規定の色表現に近づくように制御してもよい。例え
ば、制御部２１０は、指示位置との距離が近いほど機能対応画像の透明度を低下させても
よいし、明度を低下させてもよい。また、例えば、制御部２１０は、指示位置との距離が
近いほど、機能対応が規定の色相に近づくように制御してもよいし、規定のテクスチャに
近づくように制御してもよい。
【００４３】
　また、本実施形態に係る制御部２１０は、機能対応画像の表示態様として機能対応画像
の形状を制御することも可能である。本実施形態に係る制御部２１０は、機能対応画像の
形状が指示位置との距離が近いほど連続的または段階的に規定の形状に近づくように制御
してもよい。例えば、制御部２１０は、指示位置との距離が近いほど、機能対応画像が円
形から四角形に近づくよう制御を行ってもよい。
【００４４】
　また、本実施形態に係る制御部２１０は、指示位置との間の距離のほか、指示位置の相
対的な方向に応じて機能対応画像の表示態様を制御してもよい。例えば、図３の下段に示
すようなカーソルＣ、アイコンＩ１～アイコンＩ９の配置の場合、制御部２１０は、アイ
コンＩ１～アイコンＩ６を基準としたカーソルＣの方向に応じて各アイコンの表示態様を
制御することも可能である。この場合、例えば、制御部２１０は、アイコンＩ１における
右側、アイコンＩ２の全体、アイコンＩ３における左側、アイコンＩ４における右上、ア
イコンＩ５における上側、アイコンＩ６における左上の色表現のみが変化するように制御
を行ってもよい。このような制御によれば、入力操作の方向をユーザがより直感的に把握
できる効果が期待される。
【００４５】
　以上、本発明の第１の実施形態における表示制御について述べた。本実施形態に係る制
御部２１０による上記のような制御によれば、ユーザが、機能対応画像の表示態様の変化
を視認することで、現在の指示位置や入力操作の方向を直感的に把握し、目的の入力操作
を容易に行うことが可能となる。
【００４６】
　＜第２の実施形態＞
　次に、本発明の第２の実施形態について詳細に説明する。上記の第１の実施形態では、
指示位置との相対的な位置に応じて機能対応画像の表示態様を変化させることにより、ユ
ーザが指示位置や入力操作の方向を直感的に把握する手法について述べた。一方、上記の
ような制御を行わず、かつ指示位置画像の表示態様が常に一定である場合、常に指示位置
画像を注視していないとユーザが指示位置画像を見失う可能性もある。このような事態は
、指示位置画像の色表現と、機能対応画像や背景の色表現とが近い場合により生じやすい
と考えられる。本発明の第２の実施形態は、上記の点に着目して発想されたものであり、
指示位置をユーザがより確実に把握し続けることを可能とする。
【００４７】
　このために、本実施形態に係る制御部２１０は、表示部３１０の表示領域において指示
位置を表す第１の画像（指示位置画像）の表示位置（例えば、指示位置画像の中心や重心
）と、上記表示領域に表示される第１の画像とは異なる少なくとも一つの第２の画像と、
の相対的な位置に応じて、第１の画像の表示態様を制御する、ことを特徴の一つとする。
【００４８】
　なお、上記の第２の画像は、例えば、機能対応画像であってもよい。すなわち、本実施
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形態に係る制御部２１０は、指示位置画像の表示位置と機能対応画像の表示位置（例えば
、機能対応画像の中心や重心）との相対的な位置に応じて、指示位置画像の表示態様を制
御してもよい。
【００４９】
　上記のような制御によれば、指示位置画像の位置変化に応じて表示態様が変化すること
となり、ユーザの目を引きやすく、ユーザが指示位置画像を見失う可能性を効果的に低減
することが可能となる。
【００５０】
　また、より詳細には、本実施形態に係る制御部２１０は、指示位置画像の表示位置と最
も距離が近い機能対応画像の表示位置と、指示位置画像の表示位置との相対的な位置に応
じて、指示位置画像の表示態様を変化させてもよい。係る制御によれば、どの機能対応画
像に指示位置が近づいているのか、あるいは、どの機能対応画像から指示位置が遠のいて
いるのか、ユーザが直感的に把握することが可能となる。
【００５１】
　なお、本実施形態に係る指示位置画像の表示態様には、機能対応画像の表示態様と同様
に、指示位置画像の大きさ、形状、色表現（明度、彩度、透明度、色相、テクスチャ等を
含む）が挙げられる。本実施形態に係る制御部２１０は、指示位置画像の表示態様として
、上記のうちの少なくとも一つを制御してもよい。
【００５２】
　図４は、本発明の第２の実施形態における制御例について説明するための図である。図
４の最上段には、同様の表示態様で表示されるアイコンＩ１～アイコンＩ５と、指示位置
がアイコンＩ１の表示位置と同一である場合におけるカーソルＣと、が示されている。こ
の場合、制御部２１０は、カーソルＣの表示位置と最も距離が近いアイコンＩ１の表示位
置とカーソルＣの表示位置とが同一であること、すなわちアイコンＩ１の表示位置とカー
ソルＣの表示位置との間の距離がゼロであることから、カーソルＣがアイコンＩ１の外周
に沿う大きさ（規定される最大の大きさ）となるように制御する。
【００５３】
　また、図４の上から二段目には、ユーザによる入力操作に伴いカーソルＣがアイコンＩ
１の表示位置から右方向に少々移動した状況が示されている。この際、制御部２１０は、
カーソルＣの表示位置と最も距離が近いアイコンＩ１の表示位置と、カーソルＣの表示位
置との間の距離が離れたことに基づいて、当該距離に応じた大きさでカーソルＣを表示さ
せる。制御部２１０は、最上段に示した大きさよりもカーソルＣが小さくなるように制御
を行ってよい。
【００５４】
　また、図４の上から三段目には、二段目に示した状況からさらに指示位置が移動し、カ
ーソルＣの表示位置がアイコンＩ１の表示位置とアイコンＩ２の表示位置との丁度中間に
位置する状況が示されている。ここで、アイコンＩ１～アイコンＩ５が等間隔で配置され
ている場合、アイコンＩ１の表示位置とカーソルＣの表示位置との間の距離、およびアイ
コンＩ２の表示位置とカーソルＣの表示位置との間の距離は同一となる。また、この際、
あるアイコン表示位置とカーソルＣの表示位置との間の距離は最小となる。このことから
、制御部２１０は、カーソルＣの表示位置に最も距離が近いアイコンＩ１の表示位置およ
びアイコンＩ２の表示位置との距離に基づいて、カーソルＣの大きさを規定された最小の
大きさとしてよい。
【００５５】
　一方、図４の最下段に示すように、三段目に示した状況から指示位置がさらに移動し、
カーソルＣの表示位置とアイコンＩ２の表示位置との間の距離が近づいた場合には、制御
部２１０は、当該距離に応じた大きさでカーソルＣを表示させる。制御部２１０は、三段
目に示した大きさよりもカーソルＣが大きくなるように制御を行ってよい。
【００５６】
　このように、本実施形態に係る制御部２１０は、指示位置画像の大きさが、機能対応画
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像の表示位置との距離が近いほど連続的または段階的に大きくなるように制御してもよい
。制御部２１０は、例えば、機能対応画像との間の距離の変化を指示位置画像の大きさに
リアルタイムに（連続的に）反映することも可能である。一方、制御部２１０は、上記距
離と規定の閾値とに基づいて、指示位置画像の大きさを段階的に変化させてもよい。例え
ば、制御部２１０は、指示位置との間の距離が第１の閾値を下回る場合には、該当する指
示位置画像の大きさを１００％（機能対応画像の外周に沿う大きさ）、上記距離が第１の
閾値を超えかつ第２の閾値を下回る場合には、該当する指示位置画像の大きさを７５％、
上記距離が第２の閾値を超える場合には、該当する指示位置画像の大きさを５０％として
もよい。
【００５７】
　また、本実施形態に係る制御部２１０は、指示位置画像の表示態様として、指示位置画
像の形状を制御してもよい。本実施形態に係る制御部２１０は、指示位置画像の形状が機
能対応画像の表示位置との距離が近いほど連続歴または段階的に規定の形状に近づくよう
に制御することも可能である。例えば、制御部２１０は、機能対応画像の表示位置との距
離が近いほど指示位置画像が円形から四角形に近づくように制御してもよい。
【００５８】
　また、本実施形態に係る制御部２１０は、指示位置画像の表示態様として、指示位置画
像の色表現を制御してもよい。本実施形態に係る制御部２１０は、指示位置画像の色表現
が機能対応画像の表示位置との距離が近いほど連続歴または段階的に規定の色表現に近づ
くように制御することも可能である。例えば、制御部２１０は、機能対応画像の表示位置
との距離が近いほど指示位置画像が規定の彩度、明度、透明度、色相、テクスチャ等に近
づくように制御してもよい。
【００５９】
　本実施形態に係る制御部２１０による上記のような制御によれば、機能対応画像の表示
位置との距離に応じて指示位置画像に変化を与えることで、ユーザが指示位置画像を見失
う可能性を効果的に低減することが可能となる。なお、制御部２１０は、機能対応画像の
表示位置との距離のほか、機能対応画像の相対的な方向に応じて指示位置画像の表示態様
を制御してもよい。例えば、制御部２１０は、最も距離が近い機能対応画像の表示位置の
方向を指示位置画像が指し示すように指示位置画像の形状を変化させることも可能である
。この場合、近づいている機能対応画像あるいは遠ざかっている機能対応画像を、ユーザ
がより直感的に把握できる効果が期待される。
【００６０】
　次に、本実施形態に係る指示位置画像の引き込み制御について説明する。本実施形態に
係る制御部２１０は、指示位置画像の表示位置と機能対応画像の表示位置との間の距離に
基づいて、指示位置画像の移動に係る挙動を変化させてもよい。
【００６１】
　図５は、本実施形態に係る指示位置画像の引き込み制御について説明するための図であ
る。図５には、入力部１１０に対しユーザが指Ｆを用いて入力操作を行う状況と、当該状
況に対応する表示制御の例が示されている。
【００６２】
　例えば、図５の上段左に示す一例の場合、制御部２１０は、入力部１１０に接触する指
Ｆの位置から取得される指示位置に基づいて、カーソルＣの表示位置がアイコンＩ１の表
示位置と同一となるように制御を行う。
【００６３】
　ここで、図５の上段右に示すように、ユーザが入力部１１０上で指Ｆを右方向に移動し
た場合、制御部２１０は、指Ｆの移動に伴う指示位置の変化に基づいて、カーソルＣの表
示位置を右方向に移動させる。この際、制御部２１０は、カーソルＣの表示位置とアイコ
ンＩ１の表示位置との間の距離ｄが規定の閾値を超えるまでは、カーソルＣの表示位置が
入力部１１０上の指Ｆの位置に対応するように表示制御を行う。また、この際、制御部２
１０は、カーソルＣの表示態様を距離ｄに応じて変化させる。
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【００６４】
　一方、距離ｄが規定の閾値を超えた場合、制御部２１０は、図５の下段に示すように、
カーソルＣの表示位置を、入力部１１０上の指Ｆの位置に依らず、カーソルＣに２番目に
近いアイコンであるアイコンＩ２に向けて規定の速度で移動させる。また、この際、制御
部２１０は、カーソルＣの表示位置の変化に応じてカーソルＣの表示態様を変化させる。
【００６５】
　このように、本実施形態に係る制御部２１０は、指示位置画像と最も距離が近い機能対
応画像の表示位置と指示位置画像の表示位置との距離が閾値を超えた場合、指示位置画像
の表示位置を指示位置画像と２番目に距離が近い機能対応画像の表示位置に向けて規定の
速度で移動させ、指示位置画像の表示位置の変化に応じて指示位置画像の表示態様を連続
的または連続的に変化させてもよい。
【００６６】
　上記のような制御によれば、ユーザがある機能対応画像から別の起動対応画像に指示位
置画像を移動させようとした場合に、入力操作の途中で、指示位置画像が、ユーザが目的
とする機能対応画像に自動的に引き込まれるような演出を実現することができる。これに
よれば、指示位置画像の動きおよび表示態様に変化を加えることで、指示位置画像に対す
るユーザの注目をより集めることができる。また、上記のような制御によれば、より少な
い入力でシステム１を操作することが可能となり、システム１の操作性を向上させること
ができる。
【００６７】
　＜第３の実施形態＞
　次に、本発明の第３の実施形態について詳細に説明する。上記の第１の実施形態では、
制御部２１０が、指示位置画像の表示位置と機能対応画像の表示位置との相対的な位置に
応じて機能対応画像の表示態様を制御する場合を述べた。一方、上記の第２の実施形態で
は、制御部２１０が、指示位置画像の表示位置と機能対応画像の表示位置との相対的な位
置に応じて指示位置画像の表示態様を制御する場合を述べた。他方、本発明の第３の実施
形態に係る制御部２１０は、指示位置画像の表示位置と機能対応画像の表示位置との相対
的な位置に応じて指示位置画像の表示態様および機能対応画像の表示態様の両方が制御し
てよい。係る制御によれば、ユーザが指示位置画像を見失う可能性を効果的に低減すると
ともに、ユーザが指示位置や入力操作の方向をより直感的に把握することが可能となる。
【００６８】
　図６は、本発明の第３の実施形態における制御例について説明するための図である。図
６の上段には、アイコンＩ１～アイコンＩ５と、アイコンＩ１と表示位置を同じとするカ
ーソルＣが示されている。この際、本実施形態に係る制御部２１０は、カーソルＣの表示
位置と最も距離が近い（距離がゼロである）アイコンＩ１を規定される最大の大きさで表
示させ、カーソルＣの表示位置から２番目に距離が近いアイコンＩ２を当該距離に応じて
規定される大きさで表示させる。また、上記の表示制御と同時に、制御部２１０は、カー
ソルＣの大きさが、表示位置を同じとするアイコンＩ１の外周に沿う大きさ（規定される
最大の大きさ）となるように制御する。
【００６９】
　続いて、ユーザによる入力操作に伴い、図６の中段に示すように、カーソルＣの表示位
置がアイコンＩ１の表示位置とアイコンＩ２の表示位置との丁度中間となった場合、制御
部２１０は、カーソルＣの表示位置と最も距離が近いアイコンＩ１およびアイコンＩ２の
大きさが同等となるように拡大表示させ、また次いでカーソルＣに距離が近いアイコンＩ
３をカーソルＣの表示位置との距離に応じて拡大させる。また、上記の表示制御と同時に
、制御部２１０は、カーソルＣの大きさを、最も距離が近いアイコンＩ１の表示位置およ
びアイコンＩ２の表示位置との距離に応じて縮小させる。
【００７０】
　続いて、図６の下段に示すように、カーソルＣの表示位置がアイコンＩ２の表示位置と
同一となった場合、制御部２１０は、カーソルＣと表示位置を同一とするアイコンＩ２を
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規定される最大の大きさで表示させ、カーソルＣの表示位置から２番目に距離が近いアイ
コンＩ１およびアイコンＩ３を当該距離に応じて規定される大きさで表示させる。また、
上記の表示制御と同時に、制御部２１０は、カーソルＣの大きさが、表示位置を同一とす
るアイコンＩ２の外周に沿う大きさ（規定される最大の大きさ）となるように制御する。
【００７１】
　以上、本発明の第３の実施形態における表示制御について述べた。本実施形態に係る制
御部２１０による上記のような制御によれば、ユーザが、機能対応画像の表示態様の変化
を視認することで、現在の指示位置や入力操作の方向を直感的に把握し、目的の入力操作
を容易に行うことが可能となる。また、本実施形態に係る制御部２１０による上記のよう
な制御によれば、指示位置画像の位置変化に応じて表示態様が変化することとなり、ユー
ザの目を引きやすく、ユーザが指示位置画像を見失う可能性を効果的に低減することが可
能となる。
【００７２】
　なお、図６では、機能対応画像の表示態様および指示位置画像の表示態様の一例として
各画像の大きさを例示した。一方、本実施形態に係る機能対応画像の表示態様および指示
位置画像の表示態様は、第１の実施形態および第２の実施形態と同様に、各画像の形状や
色表現であってもよい。また、本実施形態に係る制御部２１０は、機能対応画像と指示位
置画像とで異なる種類の表示態様を制御してもよい。本実施形態に係る制御部２１０は、
例えば、機能対応画像の表示態様として機能対応画像の形状を制御し、指示位置画像の表
示態様として指示位置画像の色表現を制御してもよい。
【００７３】
　＜動作の流れ＞
　次に、本発明の第１の実施形態～第３の実施形態に共通する動作の流れについて詳細に
述べる。図７は、本発明の一実施形態に係るシステム１の動作の流れを示すフローチャー
トである。
【００７４】
　まず、取得部１２０がユーザによる入力操作に関する情報を取得する（Ｓ１０２）。上
記の情報は、例えば、入力操作に係る操作量の情報であってもよいし、入力操作によって
変化する座標の情報であってもよい。
【００７５】
　次に、制御部２１０がステップＳ１０２で取得された情報に基づいて指示位置を決定す
る（Ｓ１０４）。制御部２１０は、ステップＳ１０４で取得された操作量の情報に基づい
て指示位置を決定してもよいし、座標の情報に基づいて指示位置を決定してもよい。
【００７６】
　次に、制御部２１０が、ステップＳ１０４で決定した指示位置に基づいて、指示位置画
像の表示位置と機能対応画像の表示位置との相対的な位置に応じた表示態様を決定する（
Ｓ１０６）。制御部２１０は、指示位置画像または機能対応画像のうち少なくともいずれ
かの表示態様を決定してよい。
【００７７】
　次に、制御部２１０がステップＳ１０６で決定した表示態様に基づいた表示制御を行う
（Ｓ１０８）。
【００７８】
　＜補足＞
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
【００７９】
　また、本明細書において説明した各装置による一連の処理は、ソフトウェア、ハードウ
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ェア、及びソフトウェアとハードウェアとの組合せのいずれを用いて実現されてもよい。
ソフトウェアを構成するプログラムは、例えば、各装置の内部又は外部に設けられる記録
媒体（非一時的な媒体：ｎｏｎ－ｔｒａｎｓｉｔｏｒｙ　ｍｅｄｉａ）に予め格納される
。そして、各プログラムは、例えば、コンピュータによる実行時にＲＡＭに読み込まれ、
ＣＰＵなどのプロセッサにより実行される。上記記録媒体は、例えば、磁気ディスク、光
ディスク、光磁気ディスク、フラッシュメモリ等である。また、上記のコンピュータプロ
グラムは、記録媒体を用いずに、例えばネットワークを介して配信されてもよい。
【符号の説明】
【００８０】
　１：システム、１０：入力装置、１１０：入力部、１２０：取得部、２０：制御装置、
２１０：制御部、２２０：記憶部、３０：表示装置、３１０：表示部

【図１】 【図２】



(14) JP 2021-68000 A 2021.4.30

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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